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A 133　　対馬におけるニホンミ1ソバ’手・ 養蜂と 屹cn蜂雀I-ついて<n 食品学的研 咆

長貨 女; 短火c 　欠坪藤代　毎（ 尺気^　 郎･  金:^ 郎

g &り　現在日 本1- i  %  I。１ 。る ミツパ千は=i 趨 あ り,  一趨 は明治初期 に7  メリカ<,ロ; 導

X  -3 れTこ3  - ロ>v /くミ>y /ぐ千V  V 他m 一種は地峰 ども､｡ヽ 匍れ てぃ る､ニホンΞ ツバ今I" あ& 。

蚤時 ダ)俗I, :5 ヵ＼ I, 現 孤市眩 され1  い る蜂家 のほと 。ど奮'に3- ヨ- ロ･■/  /に ソバ 乎*^   ら のも

の てごあ 八 古べから屁 わ ＆ニふンミ ッバ 千li  よら峰 喩 ほi｀くIS. られ仁A  々 I- ふ-, てlili 品

的 に、まて-健)fe/t:品 的r. 珍 奎！ れ てぃ るに 遺ぎない 、ニバ、ンミ"/ バ千に つぃ ての豺 屯は民

佑噂 的1-  行 μ つill   い い ヽるが蜂 蜜It    つい1  。)食 ゐ摩的 な/6if 吏μI?  と｡｡ い ぶい。本 別 呪13 ニ。

ふ ンミツ/ 吋 養蜂・ヽ ゆ・ 地1-  ある麦誂県対I)  ・)熹峰形 祢・ 価奮 ヒ、蜂 蜜につい て2 。3  ．

応 分分新 色行な い、その結集に つぃ１ 報 を1  ^  *  のでう る。

方法　 昭和 励 年 おヽら6  / 年 にib 仁り数回対 馬金鳥 を加査 し、対 馬 に古り 養蜂形 態で Ji

＆蜂 洞(y 、"/ ト々) 法I- つい て綱 ぺ仁。 島恥蜂 蟹 、成分分斯 は鳥追森 々o つぷる単城、 ニ

唾、 才 リゴ練、7  ミ ノ酸 恥

ゆte-。峰督C  し ン ヅ、クa  - ふ フカ シヤ) と比 較しT- 。

屁 良　 単廸、5. 雄 、i 糠w    グ1レコ ー%. マ1レV， － ス、 マlレトt- リyf ースポ倚 らltし、才')

ゴ盾15  みら 政 ず、蜂 蜜蘭 。顕 暑な相 査､? みられな か、仁。 フリ-  ？2  ノ酸、無盾 輦I--? い

てi3･ﾆ 爪 ンΞ ソヽバ'千による蜂蛮 は再販蜂 蜜にμ べ わヽ TぶりI/) 物数 がみ られ仁。 い

Tt 瓜 智S  ゆ､り1.  -? ^  a  - ロV      、ぐミツバ 身。蜂蜜 と は緊なりEl  參μ 貳 内r  ts奮 それ.^' れ山野

に咸くふ から の集積 叡でk､ ，こ いr. ぷうち 。と考 え｡; お でこ。

A 134 ↑糾 壇産 ムラr  キ イカｲ*>･ よV^ い 都 分。利 峰 ヒグ り ーヶ”ヅ量 の

f  節的 変化

福 岡家匁匁政O 長 修司 ，白石 噂 ，珠 将久雄 ，^I'| 精 吾

〈S  的 〉痛備ら,3:食 用二旋 貝ムラす キイガ'イの各部 分 の一般 攻･分の分折 を先,こ行な いバ 欠

のよう な結 集き 碍 た 。0) 博夕湾怠 り この 貝の 昧入ソ は夏期 こ最;M, で，冬期'＝最 低て吻 ，た。

＠ 各 或釦 り年 平均値･末木一分 即.2. 知 及 分･｡(> 痢 だ 人ぱく雀/o･ 牛痢 糖 賞 釧 吟 脂 賀

･,7°/.て･･あ') >   S 月ヵ> $> /明2: で･の 私タ-t  iS椿 く，逆1こ糖 賓 で ＼i高い傾 向 を牙,し松 。③軟体

物 も 佳殖 腺・ 占める割合 が最* 大 ぎく 。この却織知 陪質の蓄積 が 夏に着 レか・ だ 。今 回

は一般戎分り う ちり 脂質と糖 質･こついて更･--n 和･＝分新 しだ 。 〈 方域 ＞/ 叩s- 僻3  月お

らこ 勝明 ，博 徊 考の 東岸 で ムラ サ キイがイ を匈一月採 集した ， こ如 を人工jgTl岬-T ヽ'^ﾖ 閔ゑ

気潮 育 した 甕 に試 料 としを 。(Sir 同り こきさり 成 貝J' ⌒ 醐R 倖･こつい て，殻 から 軟 体郡 を

取ｿ ま し ，解剖 し` T協 軋 中腸胤 。生殖 廃 および'ﾀﾄ童 月見･ 昶・ 今部 分iこ會･ ﾌ た゚ ，それ ど水

を涛締 松噪極M 叫 し，碍 られた粉 末試 料にっ い７ 各脂價と7" ソコーゲンをを 量した 。

〈 結 果＞協 肉>  中腸腺 および 生殖 腺 のリッ 脂曹と穐 コレフ テロ ー･レ'■t*＼"夏に低T  しt= バ>

外妻膜･ 籐･り両脂噴レペ,レii 夏A らヽ軟 にかけ て，む しろ遂 加 した。また 。中嶋 腺と 住殖蔵

の中峰 脂防量 も夏期 叫 邸直を禾した｡べ ，貧 肉と 夕傭 膜･ 昶 ≪p吟惟 脂肪･こ大きな女瓦l* みら

伺

ちあ る割今 はしIず来 も'^ を知い ＝低 下 した ，次 ＼こ可食 郎り ク丿 コ ーゲン量 は夏A らヽ秋･ こお

･ﾅて今く，冬期 に'ま伍 い値 を示 し良 。この傾 向は季っ の部 分･こツい-zt 同灘 で･あ,-fe 。こ

れら・ヽ 結 果It-, 貝の拝餌 漣動 や 佳殖ぢぎ動 と密接 に関連 しているおりと 思あ れる。 ま-t^-，こ

･oヽ i ・ 食 甲M 期･*1 期r あ?> う と推雀 さお す・。


